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NPO法人ラ・ファミリエ  

         ニュースレター 

 桜の花が咲きほこる４月が過ぎ，若葉の緑がまぶしい５月になりました．平成13年4月15日

に松山市窪野町の「いこいの家」で，最初のチャリティーコンサートを開催したのが この活動

の始まりで，それから約３年が経ったことを感慨深く思います． 

 難病をもつ子どもやその家族が，我が家のようにくつろげる安らぎの家としての滞在施設

「ファミリーハウス」をつくることを目標に，『愛媛ファミリーハウスをつくる会』が発足し

たのはその年の5月27日でした．多くの方々にご支援・ご協力をいただき,「ファミリーハ ウ

ス」として「いこいの家」「セカンドハウス」を運営した実績をもとに，平成15年4月1日か

らは，「ファミリーハウスあい」の運営を始めました．「ファミリーハウスあい」は，敬宮愛

子様ご誕生慶祝事業として，愛媛県が建設した慢性疾患児家族宿泊施設です．その運営を行う

ため，愛媛ファミリーハウスをつくる会は『特定非営利活動法人ラ・ファミリエ（家族）』と

なりました．行政と協働しながら手探りで開設しましたが，ボランティアの方々のご協力で無

事１年が経ち，「ファミリーハウスあい」の存在も少しづつ知られるようになりました．病気

でいろいろ大変な思いをされている子どもたちやご家族にとって，ほっとできる場所に育ちつ

つあります． 

 平成16年度からは，県の委託を受け，小児慢性特定疾患児支援相談事業を開始する予定とな

りました．小児慢性特定疾患児をもつ家族は，さまざまな悩みや不安を抱えていますが，その

相談をする場・機会を設け，公的機関や支援団体への橋渡しを行う支援相談事業です．将来

『えひめ難病の子ども支援ネットワーク（案）』を立ち上げることも視野に入れ，6月より活動

をはじめます． 

 このニュースレターは，この3年間の活動を支えてくださった方々への，お礼とご報告を兼ね

て，ラ・ファミリエとして制作した最初のニュースレターです．是非，ご一読いただき，今後

の活動をさらに発展させていけるよう，更なるご支援とご協力をいただければ幸いです．                      

                    NPO法人ラ・ファミリエ 理事長 松田 博 

 



県立松山南高校の学生さんが

落成記念に手作りの作品を寄

付してくださいました．各部屋と

廊下に飾られており，利用者の

こころを和ませてくれています． 

法人の目的  

この法人は，難病をもつ子どもたち及びその家族を支援し，それにより不特定多数の

方々の利益の増進に寄与することを目的とする． 

ファミリーハウスあい    

  落成式 2003年4月 平成13年４月～平成14年３月 ラ・ファミリエの主な活動内容 

<<設立経緯>>                                              

近年の医療の進歩はめざましく，小児がんなどの難病の治癒率は高くなり愛媛県でも平成8

年より小児骨髄移植が始まるなど高度な医療が受けられるようになりました．しかしなが

ら，そのためには長期の治療が必要で，しかも治療を受ける専門の病院は松山市周辺に限

られているため，難病の子どもを持つ家族の精神的・経済的負担は大きなものとなりま

す．がんの子どもを守る会の方の呼びかけで，難病をもつ子どもたち，及び，その家族が

入院中・外泊時・外来通院時等に利用する滞在施設の必要性・重要性が関係者に確認され

ました．当初，松山市窪野町にある家を提供していただけることになったのがきっかけ

で，「愛媛ファミリーハウスを作る会」が平成１３年５月２７日に設立され，【いこいの

家】【セカンドハウス】の運営を行ないながら支援活動を続けてきました．そして，さら

に今後の活動を広げていくために，法人設立となりました． 

Ｎ Ｐ Ｏ法人ラ ・ フ ァ ミ リエ設立経緯  

法人としての活動及び事業内容  

1． 難病をもつ子どもやその家族が我が家のようにくつろげる安らぎの家としての

滞在施設を愛媛に作り，難病に立ち向かう家族を支援すること． 

２． 滞在施設の建設・運営だけでなく，滞在施設を通して難病をもつ子どもやその

家族の現状を広く一般に理解を求めること，また，難病をもつ子どもとその家

族を支援するボランティア活動の拠点としても機能させること．  

３．難病をもつ子どもやその家族に楽しみを送る活動． 

４．チャリティーコンサート及びバザーを開催し，その収益を運営にあてる． 
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(1)いこいの家にてチャリテイーコンサート        平成13年4月15日                         

(2)  愛媛ファミリーハウスをつくる会設立総会         平成13年5月27日                  

(3)  NPOパワーアップセミナー参加               平成13年6月16-17日, 7月7-8日            

(4)  難病を持つ子どもとその家族の現状調査      平成13年8月-10月                                                                                                                               

 (市内4総合病院小児科病棟・外来でアンケート実施)                                                         

(5)  会員研修会                                           平成13年7月28日                                  

(6)  いこいの家・セカンドハウスの運営     県立中央病院近くにレオパレスを借り，             

 平成13年10月から平成14年２月まで試験的に運営  利用率13～54%/月               

(7)  四国フィルハーモニー管弦楽団演奏会  後援    平成13年10月８日  寄付10万200円         

 （ファミリーハウス支援チャリティ-コンサート）                                                    

(8)  松山市主催みんなの生活展参加            平成13年10月27-28日                

(9)  愛媛県立中央病院でのクリスマス会参加            平成13年12月22日                 

(10) 滞在施設視察（福島・東京）・第4回「ファミリーハウス」全国ネットワーク会議参加     平成14年2月1-3日          

(11) 四国フィルハーモニー管弦楽団高知定期公演 後援  平成14年2月10日                                                       

  (病気と闘う子どもたちを支援するチャリティ-コンサート）                

(12)   平成１３年度活動報告会/交流会            平成14年3月17日                    

〈平成１３年度 助成金〉                                                

松山市NPO立ち上がり支援事業   まつやまNPO海外等研修事業   ドナルド・マクドナルド・ハウス財団活費動助成 




